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鉄道総研の発明

パテントシリーズ

	▊目的と効果
　鉄道車両の車内における乗客の快適

性を向上させるため，車内騒音をさら

に低減することが求められています。

鉄道車両の車内騒音は伝搬経路によっ

て分類することができます。新幹線な

どの高速車両の場合，図1に示すよう

に，台車や床下機器などの騒音源から

振動として車体に伝搬し車内で音とし

て放射される「固体伝搬音」と，車外

音が車体を透過して音となる「透過音」

が支配的です。とくに，車端寄りの車

内騒音は台車からの固体伝搬音の影響

が大きく，低減が求められています。

　これまで台車からの固体伝搬音に対

する低減対策として，図2に示すよう

な床構造の車両において，床板と床構

体（床
ゆ か ね た

根太）の間に防振ゴムなどを挿

入し床板を弾性支持することにより，

床板からの放射音を低減する「浮床構

造」がありますが，数百Hz以下の低

周波域に対しては低減効果が小さくな

ります。そこで，我々は台車からの固

体伝搬音の新たな低減対策として床板

からの放射音を軽減するために，台車

直上部の床板を側構体から吊
つ

り下げる

「吊り床構造」を考案しました。

	▊技術の概要
　吊り床構造の概要図を図3に示しま

す。これまで，図2のように床根太を

介し床構体に固定されていた床板を，
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図1　伝搬経路による車内騒音の分類（高速車両）

図2　床構造（従来） 図3　吊り床構造

図3のように側構体から「吊り部材」に

よって吊り下げる構造を考案しました。

これにより，床板は床構体から浮いた

状態になり，床構体から伝搬する振動

が完全に絶縁されます。その結果，床

板への振動入力は側構体からのみとな

り，床板の振動が低減されることで放

射音が小さくなります。吊り部材とし

ては，棒状の部材あるいはワイヤーな

ど，側構体と内装パネル間に配置可能

な構造を検討する必要があります。ま

た，通常時は床板部と床構体の間に空

隙を確保して振動抑制効果を得ていま

すが，床板部に大きな荷重がかかった

場合，図3に示す床構体に設置した補

助支持部材が床板部を過度に降下させ

ないストッパーの役目を担います。

	▊発明余話
　床構体から床板への振動伝搬をどの

ようにすれば低減できるかを突きつめ

ていたところ，「究極の振動絶縁は伝

搬経路を断ち切ること」という考えに

たどり着きました。ただ，それを実現

するためには床板を床構体以外で支持

しなくてはなりません。支持方法とし

て，側構体から吊る方法を考えつきま

したが，吊るす側の側構体の振動が床

構体よりも小さくなくてはなりません。

そこで，試験車両を加振し，改めて車

両構体の振動特性を解析すると，側構

体の上下振動は，床構体の中央部の上

下振動より小さいことがわかり，「吊

り床構造」を提案するに至りました。
（朝比奈峰之／車両構造技術研究部

　車両振動研究室）
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